
2013年 3月 19日 

 

情報システム・バックアップオフィス研究会 

 

２０１２年度 第 11 回 ITBO研究会 議事録 

 

１． 開催概要 

  日時：２０１２年３月１２日（火） １６：００～１８：００ 

  場所：株式会社エム･ビー･アイ 

   東京都中央区日本橋浜町２－６２－６ 品川不動産浜町ビル１４Ｆ 

 

２． 報告事項 ※アジェンダと同じ 

（１）研究会 メンバー構成について 

 メンバー人数： ３４名（２月末日現在） 

 

（２）関連イベント 

 2月度月例会 

 ◆日時：2013年 2月 28日(木) 14:00～16:40（受付開始 13:45～） 

 ◆場所：国立オリンピック記念青少年総合センター センター棟 409号室 

 ◆内容： 

 14:00～15:30（質疑応答含む） 

 講演：「企業の経営危機 ～これからの事業継続とは～」 

 講師：長瀬 貫窿氏／一般財団法人ＤＲＩジャパン 理事長 

 15:40～16:40（質疑応答含む） 

 講演：「これからの成長する企業に求められる事業継続とは」 

 講師：Nathan Lee Rhoden 氏／特定非営利活動法人危機管理対策機構理事 

 ◆申込者数：40名(2月 25日時点) 

 

 3月度月例会 

 ◆日時：2013年 2月 28日(木) 14:00～16:40（受付開始 13:45～） 

 ◆場所：国立オリンピック記念青少年総合センター センター棟 304号室 

 ◆内容： 

  14:00～14:40 講演：「凸版印刷の取り組みについて」(仮称) 

  講師：結城 裕明氏／凸版印刷株式会社 法務本部ＢＣＰ推進室 

  14:50～16:10 講演：「BCに活用できるリスクファイナンス」 

  講師：高橋 孝一氏／ＮＫＳＪリスクマネジメント株式会社 

  取締役 リスクコンサルティング事業本部長 

  16:10～16:40 質疑応答 

 

 2012年度 第 3回 事業継続初級管理者試験（東京・大阪） 

 【東京会場】 

 ◆日時：2013年 3月 10日(日)10:00～16:45 

 ◆場所：日本青年館ホテル 3F 国際ホール 



 ◆申込者数：40名 

 【大阪会場】 

 ◆日時：2013年 3月 9日(土) 10:00～16:45 

 ◆場所：大阪府商工会館 7階 第 1・第 2講堂 

 ◆申込者数：20名 

 

 2012年度 第 2回 法人会員 意見交換会 

 ◆日時：2013年 3月 13日(水) 10:00～12:00 

 ◆場所：事業継続推進機構 東京オペレーション事務所 会議室 

 ◆内容： 

  10:00～10:40 情報提供 

  「ＳＭＫの事業継続への取り組みについて」 

  講師：宇佐美 博 NPO法人事業継続推進機構 理事（所属 ＳＭＫ株式会社） 

  10:40～12:00 意見交換 

  ファシリテーター：細坪 信二／NPO法人事業継続推進機構 理事・事務局長 

 ◆申込者数 ：6名（TRC 指田さん、瀧澤さん、廣本さん） （2月 25日時点） 

 （堀越理事長・丸谷副理事長・奥山理事） 

 

 2012年度 第 2回 事業継続指揮者 技能講座 

 ◆日時：2013年 3月 21日(木)～3月 22日(金) 10:00～18:00 

 ◆場所：事業継続推進機構 東京オペレーション事務所 会議室 

 ◆申込者数：10名（2月 25日時点） 

 

（３）運営会議 

  ◆日時：2012年 2月 26日（火） 18：35～19：35 

  ◆場所：特定非営利活動法人事業継続推進機構東京オペレーション事務所 

  ◆議題： 

  主な決定事項 

  １）研究会・勉強会の発表会の日程について 

  ・次の日程、会場を仮決定として、準備を進めることとする。 

  ◆日時：2013年 4月 30日(火) 10:00～16:10（受付開始 9:45）（予定） 

  ◆場所：国立オリンピック記念青少年総合センター  

  ２）総会及びアワード表彰式（受賞者発表）に日程について 

  ・次の日程、会場を仮決定として、準備を進めることとする。 

  ◆日時：2013年 5月 13日(月) 午後（予定） 

  ◆場所：国立オリンピック記念青少年総合センター 

  ３）合同研究会の開催について 

岡座長より、維持管理研究会と ITBO研究会が、IT回復（リカバリ）訓練としての意

見交換を合同研究会として予定している旨、運営規定に則り事前報告があった。担当

理事である高橋理事からも、本件の内容は会員各位においても大変興味深いテーマで

あり、もう少し枠を広げて、例えば多くの会員が参加出来る会員向け形式で開催する

のも一案ではないかとの提案があり、議論の結果、改めて研究会担当理事である高橋

理事に調整頂くこととする。 



 

  ４）東工大と BCAOの共同シンポジウムの報告 について 

  1月 28日（月）に開催された共同シンポジウムについて、出席、参加された丸谷副理事

  長、及び宮村理事より、成功裏に終了した旨の報告がなされた。今後の進め方に関して 

  は、建物・施設の安全管理の取扱いについて慎重に対応する旨の説明がなされた。 

  ◆日時：2013年 1月 28日（月） 14：00～17：00（シンポジウム終了後、懇談会開催）

  ◆場所： 東京工業大学・百年記念館 フェライト記念会議室 

  ５）2月 26日開催 JACB/JIPDEC共催のセミナーの報告について 

パネリストとして参加された丸谷副理事長、指田副理事長より、報告がなされた

◆JACB/JIPDEC共催「BCMS（事業継続マネジメントシステム）普及セミナー」（2月

26日）開催 

◆会場：東京コンファレンスセンター・品川 大ホール 

URL：「http://www.jacb.jp/225.html」 

 ６）アワード応募の報告について 

 西川幹事より、昨年より募集を行っていたアワードは 1月末に締切り、8件の応募があっ

 た旨報告がなされた。 

 トピック：特になし 

 

３． 今回の討議内容 

（１）会員の伊藤高信氏(FUN, Inc)より、BCP関連国際会議の参加報告 

 会議名：10th  International Conference on Urban Earthquake Engineering 

 開催日：2013年 3月 1日 

 ※BCAO 副理事長の丸谷氏が兼務されている東京工業大学 都市地震工学センター 

 主催の国際会議。関連セッションで丸谷氏・伊藤氏が発表 

  ■発表タイトル：Telecommunication at the Time of Earthquake  

 ■主旨： 

  ・音声通信系各サービスの災害に対する脆弱性は、依然として存在する 

   ※災害初動時(特に 72時間)は人命救助とその連絡が最優先されるため、民間企業含む 

    や一般人の通信・通話は制限される 

  ・一方で、民間の BCPは初動時から音声通信系サービスが使えることが前提になる 

  ケースが殆ど、日常でも若者を中心にインターネット・スマホへの依存が加速 

   →災害発生時に通信システムが機能しなかったら、それこそお手上げでは？ 

  ・災害時の連絡手段は複数確保すべきであり、また音声通信系各サービスに頼らない 

  昔ながらの連絡の取り方(避難場所を決めて参集など)の有効性の再認識を促したい。 

 ■資料：プロジェクタ投影のみ 

 

（２）プレゼンテーション 

 ■RADVISION 社ビデオ会議システム「SCOPIA シリーズ」の活用事例 

 ■プレゼンター：渡邊 琢巳様 株式会社エム･ビー･アイ UC統括部 UC推進部長 

 ■資料：プロジェクタ投影のみ 

 ■主旨： 



 ・「SCOPIA シリーズ」は、ビデオ会議だけでなく、経営革新や BCPに活用できる機能が

 あり、潜在的な付加価値が高い 

 利用例紹介：協力会社・グループ会社とも会議が可能、教育（レクチャーモード）、 

 リアルタイム配信、緊急対策会議など 

  ■質疑応答 

  ・ラインナップ製品の価格と想定される企業規模 

  ・冗長化、情報セキュリティ、MCU(多地点接続装置)について 

  ・競合に対する優位性(PC ライセンスが無償) 

  ・BCP 利用での費用対効果、普段使わない場合非常時に役に立つかなどフリートーク 

 

（３）2013年度 定例会と活動内容について 

 より多くの会員に参加を促すため、参加者の意見を募った結果、今年度は当面の間 

 開始時間を 16：00 →16：30 に繰り下げて実施することに決定。 

 ※ただし来月(4/9)は富士通エフサス様のコールセンター見学時間が決定済なので 

 これまでの案内通り 16：00 開始 

 

（４）維持研との意見交換会 

 維持件からの意見交換の申し出の主旨や BCAO理事会での検討状況などを踏まえ、 

 ITBOとしてどうするかを検討。まずは 4月以降に一度交流する機会を設ける方向で 

 調整する予定 

 

（５）バックアップオフィス 

 ・伊藤氏の会議参加報告、エム・ビー・アイ様のプレゼンテーションでも、バックアッ

 プオフィスについての意見が多数出された 

 ・ITBOは、ITとバックアップオフィスの両方について、多角的な検討が可能であり 

 両方の専門家の知見が得られる研究会であり、成果を BCAOを通じ発信することは意義

 がある 

 ・具体的には、BCAO『中小企業ステップアップガイド』関連資料として、 

 代替拠点、など関連する箇所について、ITBO的に補足するのはどうか 

 ・できれば IT-BCPにも踏み込みたい 

 ・準備済のひな型など関連資料は次回以降に検討 

  

４． 今後の開催予定 

（１）２０１３年度の開催スケジュール 

  開催日 時 間 場 所 

１ ２０１３年４月９日（火） １６：００～１８：００ 富士通エフサス様 

２ ５月１４日（火） １６：３０～１８：３０ ＢＣＡＯ 東京オフィス 

３ ６月１１日（火） １６：３０～１８：３０ ＢＣＡＯ 東京オフィス 

４ ７月９日（火） １６：３０～１８：３０ ＢＣＡＯ 東京オフィス 



５ ８月６日（火） 開催なし  

６ ９月１０日（火） １６：３０～１８：３０ ＢＣＡＯ 東京オフィス 

７ １０月８日（火） １６：３０～１８：３０ ＢＣＡＯ 東京オフィス 

８ １１月１２日（火） １６：３０～１８：３０ ＢＣＡＯ 東京オフィス 

９ １２月１０日（火） １６：３０～１８：３０ ＢＣＡＯ 東京オフィス 

１０ １月１４日（火） １６：３０～１８：３０ ＢＣＡＯ 東京オフィス 

１１ ２月１２日（水） １６：３０～１８：３０ ＢＣＡＯ 東京オフィス 

１２ ３月１１日（火） １６：３０～１８：３０ ＢＣＡＯ 東京オフィス 

 

５． 出席者一覧 

1 岡 伸幸 ソフトバンクBB株式会社 

2 山口孝一 株式会社インターネットイニシアティブ 

3 野口 洋子 わかば国際特許事務所 

4 伊藤 高信 FUN,Inc 

5 大塚 美穂子 ピーシーエー生命保険株式会社 

6 近棟 あづさ 株式会社エム・ビー・アイ 

7 羽石 将士 日立製作所（日立システムズ） 

8 吉川 明人 ＮＥＣネクサソリューションズ株式会社 

 

 

 

以 上 


